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 論文審査の結果の要旨
 7員畷に3っのカルボニル基をもつトロポキノン類はその還元体が安定なヒドロキシトPボロンで
 ある点から非ベンゼン系キノン類のうちで最も典型的なものの1つと考えられていたが,その合成
 蒔ま三975年までなされなカ、つた。
 本論文は。一ト・ポキノンの合成とその物理性,化学性の検討,さらにすでに合成されているP
 一トロポキノソの化学的性質の検討に関するものである。
 まず第2章で3一ヒドロキシトロポ・yのDDQによる酸化反応を検討し,この酸化反応が,溶
 媒によって電荷移動錯体を経由して進行することを見出し,o一ト獄ポキノンをその水和物の形と
 して単離した。第3章では水和物の共役付加反応を検討し,付加がMO計算やCMRから予想され
 るC5位におこることを示した。しかし,丁揃ele反応はC4位におこり,条件によってベンゼ
 ン誘導体に転位する場合もある。第4章では水和物から。一ト・ポキノソヘの脱水を試み,深赤色
 の結晶としてこれを単離し,その物理性,各種スペクトルを検討した。また化学性をも検討した。
 第5章で平間はすでに知られているP一ト・ポキノソの電子親和力と化学性を検封した。電子親
 和力はP一ベソゾキノンより強いこと,共役付加反応は一般にCMR等による予想通り4位でおきる
 こと,Thlele反応はC3位におこりやすく,時としてベンゼン誘導体への転位がおきること,
 鑛状付加反応ではeπdo付顔がおき、その配両選択性は物理性からの予想と一致すること等が萌ら
 かになった。
 第6章では環状付加反応を利用してベンゾト・ポキノンを合成し,その化学性を検討した。さら
 に第7章において7員環状オキソカーボソ合成の試みを記述した。5個の酸素をもった7員畷化合
 物までi到達した。
 以上本論文において平闘はトロポキノソ類が真にキノンと称すべき諸性質を聴する化禽物である
 ことを開確に示し,非ベンゼン系芳香族化学に貢献すると共に,自ら,自立して硯究活動を行なう
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示した。
 よって平間正博提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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